
18

６ 都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の入
にゅう

試
し

について

Ｑ１ 都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

には様
さま

々
ざま

なタイプの学
がっ

校
こう

があるようですが、各
かく

高
こう

校
こう

の特
とく

色
しょく

を知
し

るにはどうしたらよいですか。

A1 各
かく

学
がっ

校
こう

のホームページの他
ほか

に、都
と

立
りつ

学
がっ

校
こう

魅
み

力
りょく

PR動
どう

画
が

「まなびゅ～」や、特
とく

設
せつ

サイト

「＃だから都
と

立
りつ

高
こう

」を活
かつ

用
よう

することで、各
かく

高
こう

校
こう

の特
とく

色
しょく

や魅
み

力
りょく

を知
し

ることができます。ぜひ

活
かつ

用
よう

してみてください。

※ 詳
しょう

細
さい

は 表
ひょう

紙
し

裏
うら

面
めん

の「都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

検
けん

索
さく

サイト」のページをご覧
らん

ください。

Ｑ２ 推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

で 必
かなら

ず実
じっ

施
し

される、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

について教
おし

えてください。

Ａ２ 個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

では、 出
しゅつ

願
がん

の動
どう

機
き

・理
り

由
ゆう

、 興
きょう

味
み

・関
かん

心
しん

、高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

に対
たい

する意
い

欲
よく

、適
てき

性
せい

、規
き

範
はん

意
い

識
しき

・生
せい

活
かつ

態
たい

度
ど

や自
じ

己
こ

ＰＲカードの記
き

載
さい

内
ない

容
よう

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

における様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

の 状
じょう

況
きょう

及
およ

び 将
しょう

来
らい

の進
しん

路
ろ

希
き

望
ぼう

な

どを確
たし

かめたり、質
しつ

問
もん

の内
ない

容
よう

を的
てき

確
かく

に把
は

握
あく

し適
てき

切
せつ

に応
おう

答
とう

する能
のう

力
りょく

や 表
ひょう

現
げん

力
りょく

などを 評
ひょう

価
か

したりし

ます。また、これまでの経
けい

験
けん

を今
こん

後
ご

の高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

に生
い

かすことができる 力
ちから

があるかなどを確
かく

認
にん

しま

す。

Ｑ３ 推薦
すいせん

入試
にゅうし

の 集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

の内
ない

容
よう

を教
おし

えてください。

Ａ３ 集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

では、コミュニケーション能
のう

力
りょく

や 協
きょう

調
ちょう

性
せい

、思
し

考
こう

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

、表
ひょう

現
げん

力
りょく

などを 評
ひょう

価
か

します。与
あた

えられたテーマについて自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えを明確
めいかく

に述
の

べることができるか、複
ふく

数
すう

名
めい

の受
じゅ

検
けん

生
せい

同
どう

士
し

が 協
きょう

力
りょく

して一
ひと

つのテーマに関
かん

して議
ぎ

論
ろん

を進
すす

めて結
けつ

論
ろん

を 導
みちび

くことができるかなどを確
かく

認
にん

します。

学
がっ

級
きゅう

活
かつ

動
どう

の時
じ

間
かん

に話
はな

し合
あ

いをしたことや、各
かく

教
きょう

科
か

の授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

に皆
みな

で意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をしたことがある

と思
おも

います。その経
けい

験
けん

を生
い

かし、「自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の 考
かんが

え・意
い

見
けん

をしっかりともつこと」、「相
あい

手
て

の 考
かんが

えを理
り

解
かい

した上
うえ

で、自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えを的
てき

確
かく

に相
あい

手
て

に伝
つた

えること」などを意
い

識
しき

して臨
のぞ

んでください。

   なお、集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

の形
けい

態
たい

には、「面
めん

接
せつ

官
かん

が司
し

会
かい

役
やく

となって議
ぎ

論
ろん

を進
すす

めていく 形
かたち

」や「受
じゅ

検
けん

生
せい

だけで

自
じ

主
しゅ

的
てき

に議
ぎ

論
ろん

を進
すす

めていく 形
かたち

」があります。どの形
けい

態
たい

で 行
おこな

うかは、各
かく

高
こう

校
こう

が決
き

めることになりま

す。

Ｑ４ 文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

とはどのような推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

ですか。

Ａ４ 皆
みな

さんが今
いま

までつちかってきた運
うん

動
どう

の技
ぎ

量
りょう

や芸
げい

術
じゅつ

的
てき

な感
かん

性
せい

など優
すぐ

れた能
のう

力
りょく

を 評
ひょう

価
か

するととも

に、各
かく

高
こう

校
こう

の個
こ

性
せい

化
か

や特
とく

色
しょく

化
か

を推
すい

進
しん

するための 入
にゅう

試
し

です。

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

で文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

を実
じっ

施
し

する高
こう

校
こう

は、自
じ

校
こう

の 教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

等
とう

の特
とく

色
しょく

に合
あ

わせて募
ぼ

集
しゅう

する種
しゅ

目
もく

や募
ぼ

集
しゅう

人
にん

数
ずう

、検
けん

査
さ

内
ない

容
よう

を定
さだ

め、９月
がつ

に発
はっ

表
ぴょう

します。また、選
せん

考
こう

の際
さい

は、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

又
また

は 集
しゅう

団
だん

面
めん

接
せつ

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

、小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

などの各
かく

点
てん

数
すう

を基
もと

に、各
かく

高
こう

校
こう

で定
さだ

めた各
かく

種
しゅ

目
もく

の基
き

準
じゅん

に達
たっ

している受
じゅ

検
けん

生
せい

の中
なか

から、合
ごう

格
かく

者
しゃ

を決
けっ

定
てい

します。

令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

では、８９校
こう

で実
じっ

施
し

しました。

なお、この特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

と同
どう

時
じ

に、同
どう

一
いつ

校
こう

の一
いっ

般
ぱん

推
すい

薦
せん

にも 出
しゅつ

願
がん

することができます。

  ※文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

により高
こう

校
こう

に 入
にゅう

学
がく

した場
ば

合
あい

でも、必
かなら

ずしも特
とく

定
てい

の顧
こ

問
もん

からの指
し

導
どう

が受
う

けられるわけではありません。

まなびゅ～動
どう

画
が

リンク 集
しゅう

はこちら ⇒
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६  महानगरीय  उच्च माध्यममक मिद्यालयको प्रिेश परीक्षा बारे

Q१ मिमिन्न प्रकारका टोक्यो महानगर उच्च माध्यममक मिद्यालयहरू छन्। प्रते्यक मिद्यालयको मिशेषता कसरी थाहा पाउन समकन्छ?
A१  विद्यालयको होमपेज, टोक्यो महानगर विद्यालय PR विवियो "मानाबू्य～" र विशेष साइट "#दाकारातोररचुको" प्रयोग गरेर प्रते्यक

विद्यालयको विशेषता र आकषषणहरू थाहा पाउन सवकन्छ। यी स्रोतहरूको उपयोग गननषहोस्।
※वििरणहरूको लावग, कृपया किरको वित्री पृष्ठको "टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालय खोज साइट" पृष्ठ
हेननषहोस्।

Q२ मसफाररस प्रिेश परीक्षा सधैं गररने व्यक्तिगत अन्तरिातााको बारेमा बताउनुहोस्।

A२    व्यक्तिगत अन्तरिाताषमा आिेदनको पे्ररणा र कारण, रुवि, उच्च माध्यवमक विद्यालय जीिनप्रवत उत्साह, उपयनिता, वनयम र
जीिन दृविकोण, आत्म-प्रिार कािषको सामग्री, माध्यवमक विद्यालयका विविन्न गवतविविहरू, र िविष्यको कररयरको आशाहरू
जााँि गररन्छ। प्रश्नहरूलाई सटीक रूपमा बनझ्न र उपयनि प्रवतविया वदन सके्न क्षमता, साथै अविव्यक्ति कौशलको पवन मूल्ाांकन
गररन्छ। सिै, आफ्नो विगतको अननििलाई िविष्यको उच्च माध्यवमक विद्यालय जीिनमा उपयोग गनष सके्न क्षमता हेनेछन्।

Q३ मसफाररस प्रिेश परीक्षाको समयमा समूहमा के छलफल हुन्छ।

A३    समनह छलफलमा सांिार कौशल, सहकारीता, सोि क्षमता, वनणषय क्षमता, र अविव्यक्ति क्षमताको मूल्ाांकन गररन्छ। वदइएको
विषयमा आफ्ना वििार स्पि रूपमा व्यि गनष सके्न र परीक्षाथीको समूहले समन्वय गरी विषयमा छलफल गरी वनष्कषष वनकाल्न
सके्न हेनेछन्।

कक्षा छलफल र विषय पाठको अननििको उपयोग गननषहोस्, र समूह छलफलमा "आफ्ना वििार राखे्न र वििारहरूलाई अन्य
व्यक्तिहरूसम्म स्पि रूपमा बनझाउन सके्न " मनोिृविको साथ िाग वलननहोस्।

साथै, समनह छलफलको स्वरूप, िाहे "परीक्षकले नेतृत्व गने" िा "परीक्षाथीहरूले आफैं सांिालन गने", प्रते्यक विद्यालयले वनिाषरण
गनेछ।

Q४ संसृ्कमत र खेलकुदका लामग मिशेष मसफाररस कस्तो सिफारिि प्रवेश पिीक्षा हो?

४ यो प्रिेश परीक्षाले तपाईांको खेलकन द कौशल िा कलात्मक सांिेदनशीलताको मूल्ाांकन गदषछ र प्रते्यक उच्च माध्यवमक
विद्यालयको मौवलकता र विशेषतालाई प्रिर्द्षन गदषछ।

शैवक्षक सत्र २०२५ को प्रिेश परीक्षाका लावग सांसृ्कवत खेलकन द आवदका लावग विशेष वसफाररस गने उच्च माध्यवमक
विद्यालयहरूले आफ्ना शैवक्षक गवतविविहरूसाँग मेल खाने रूपमा िनाष गने वििाहरू र विद्याथी सांख्याहरू र परीक्षा सामग्री
सेपे्टम्बरमा घोषणा गनेछन्। ियन व्यक्तिगत िा समनह अन्तरिाताष व्यिहाररक परीक्षा र वनबन्ध िा रिनाका विविन्न अङ्कहरूको
आिारमा गररनेछ। प्रते्यक उच्च माध्यवमक विद्यालयले वनिाषरण गरेका विविन्न वििाहरूका मापदण्डहरू पूरा गने परीक्षाथीहरूबाट
सफल उमे्मदिारहरू छनोट गररनेछन्।

शैवक्षक सत्र २०२४ को प्रिेश परीक्षामा यो प्रविया ८९ मिद्यालयमा लागू गररएको वथयो।
साथै एकै विद्यालयमा विशेष वसफाररस र सािारण वसफाररस दनिैका लावग आिेदन गनष सक्ननहुन्छ।

※सांसृ्कवत खेलकन द आवद विशेष वसफाररसमाफष त उच्च माध्यवमक विद्यालयमा िनाष हुननहुन्छ िने पवन विशेष सल्लाहकारको
वनदेशन पाउने ग्यारेन्टी हुाँदैन।

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

मानाबू्य～ विवियो वलांकहरू सांग्रह लावग यहााँ क्तिक गननषहोस्⇒
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ＱＱ５５  推推
すい

薦薦
せん

入入
にゅう

試試
し

でで合合
ごう

格格
かく

ででききななかかっったた都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

をを、、学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

にに基基
もと

づづくく入入
にゅう

試試
し

でで再再
さい

度度
ど

受受
じゅ

検検
けん

ででききまますすかか。。  
 
ＡＡ５５  受受

じゅ

検
けん

できます。ただし、推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

と同
おな

じ学
がっ

校
こう

を受
じゅ

検
けん

しても有
ゆう

利
り

になるということはありません。

また、他
た

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に 出
しゅつ

願
がん

し、受
じゅ

検
けん

することもできます。 
なお、都

と

立
りつ

高
こう

校
こう

ではいずれかの 入
にゅう

試
し

（推
すい

薦
せん

、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

）の合
ごう

格
かく

者
しゃ

は、それ以
い

降
こう

に 行
おこな

われる 入
にゅう

試
し

には 出
しゅつ

願
がん

できません。 
 

ＱＱ６６  国国
こく

際際
さい

高高
こう

校校
こう

にに設設
せっ

置置
ち

さされれてていいるる国国
こく

際際
さい

ババカカロロレレアアココーーススににはは、、どどののよよううなな人人
ひと

がが応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。  
ままたた、、どどののよよううなな検検

けん

査査
さ

をを実実
じっ

施施
し

すするるののでですすかか。。  
  
ＡＡ６６  中中

ちゅう

学学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

する見
み

込
こ

みの方
かた

、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した方
ほう

、海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

及
およ

び在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

で、

国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

の国
こく

際
さい

バカロレアコースを第
だい

１志
し

望
ぼう

とする生
せい

徒
と

が応
おう

募
ぼ

できます。推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

と同
おな

じ日
ひ

に検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

するので、他
た

の高
こう

校
こう

の推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

（国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

を含
ふく

む。）に 出
しゅつ

願
がん

することはできません。 
英
えい

語
ご

運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

検
けん

査
さ

、数
すう

学
がく

活
かつ

用
よう

能
のう

力
りょく

検
けん

査
さ

、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

及
およ

び個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

の検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

します。 
なお、英

えい

語
ご

運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

検
けん

査
さ

以
い

外
がい

の検
けん

査
さ

では、 出
しゅつ

願
がん

時
じ

に、検
けん

査
さ

ごとに使
し

用
よう

する言
げん

語
ご

を日
に

本
ほん

語
ご

又
また

は英
えい

語
ご

から選
えら

ぶことができます。どちらを選
えら

んでも、有
ゆう

利
り

・不
ふ

利
り

はありません。 
   詳

くわ

しくは、１１月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

の「令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

募
ぼ

集
しゅう

案
あん

内
ない

」で確
かく

認
にん

してく

ださい。 

国
こく

際
さい

バカロレアコースの詳
くわ

しい内
ない

容
よう

等
とう

については、国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。 

  

ＱＱ７７  学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

問問
もん

題題
だい

をを自自
じ

校校
こう

でで作作
さく

成成
せい

すするる高高
こう

校校
こう

ににつついいてて教教
おし

ええててくくだだささいい。。  

 

ＡＡ７７    全全
ぜん

日日
にち

制
せい

高
こう

校
こう

のうち以
い

下
か

の１０校
こう

では、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

において、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

を

自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

します。これらの学
がっ

校
こう

については、自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

した問
もん

題
だい

（国
こく

語
ご

、数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

）と都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

共
きょう

通
つう

問
もん

題
だい

（社
しゃ

会
かい

、理
り

科
か

）で学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

します。  

なお、国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

については、英
えい

語
ご

の学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

のみを自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

しています。 

また、一
いち

部
ぶ

の定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

でも、自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

した問題
もんだい

により 入
にゅう

試
し

を 行
おこな

っています。 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

学
がっ

校
こう

名
めい

 作
さく

成
せい

方
ほう

法
ほう

 

日
ひ

比
び

谷
や

高
こう

校
こう

、戸
と

山
やま

高
こう

校
こう

、青
あお

山
やま

高
こう

校
こう

、西
にし

高
こう

校
こう

、八
はち

王
おう

子
じ

東
ひがし

高
こう

校
こう

、 

立
たち

川
かわ

高
こう

校
こう

、国
くに

立
たち

高
こう

校
こう

、新
しん

宿
じゅく

高
こう

校
こう

、墨
すみ

田
だ

川
がわ

高
こう

校
こう

、国
こく

分
ぶん

寺
じ

高
こう

校
こう

 

国
こく

語
ご

、数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

の学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

をそれぞれの高
こう

校
こう

（自
じ

校
こう

）で作
さく

成
せい

 

१८ 

Q५ मसफाररस प्रिेश परीक्षामा असफल िएमा टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयमा शैमक्षक परीक्षा फेरर मदन 
समकन्छ?

A५    हो, सवकन्छ। तर, वसफाररस प्रिेश परीक्षामा असफल िएको विद्यालयमा परीक्षा वदाँदा कन नै फाइदा हुाँदैन। अन्य टोक्यो 
महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयहरूमा पवन आिेदन गरी परीक्षा वदन सक्ननहुन्छ। 

साथै, टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयको कन नै प्रिेश परीक्षामा (वसफाररस, पवहलो िरणको भनाा, वििावजत 
भनााको पवछल्लो िाग, िा दोस्रो िरणको भनाा) पास िएपवछ, कन नै अको प्रिेश परीक्षाको लावग आिेदन गनष सक्ननहुन्न।

Q६ अन्तराामरिय उच्च माध्यममक मिद्यालय अन्तराामरिय स्नातक पाठ्यक्रमको लामग कसले आिेदन मदन सक्छ, र कस्तो 
प्रकारको परीक्षाहरू सञ्चालन गररन्छ?

A६   माध्यवमक विद्यालयबाट स्नातक हुने अपेक्षा गररएको विद्याथी, माध्यवमक विद्यालय स्नातक, विदेशबाट फकष ने विद्याथी, र टोक्योमा 
रहेका विदेशी विद्याथीले अन्तराषविि य उच्च माध्यवमक विद्यालयमा अन्तराषविि य स्नातक पाठ्यिमलाई प्राथवमकता वदइरहेको िए आिेदन 
गनष सक्दछन्।  परीक्षा वसफाररस प्रिेश परीक्षाको वदनमा हुने िएकोले, अन्य उच्च माध्यवमक विद्यालयहरू (अन्तराषविि य उच्च 
माध्यममक विद्यालयहरू) को वसफाररस प्रिेश परीक्षाको लावग आिेदन वदन सक्ननहुने छैन। 

      अांगे्रजी िाषा प्रिीणता परीक्षण, गवणत प्रयोग क्षमता परीक्षण, वनबन्ध परीक्षण, र व्यक्तिगत अन्तिाषताष परीक्षा सञ्चालन गनेछौां।
     अांगे्रजी प्रिीणता परीक्षण बाहेक अन्य परीक्षणहरूको लावग, आिेदनको समयमा जापानी िा अांगे्रजीबाट प्रते्यक परीक्षणको लावग 

प्रयोग गररने िाषा छनोट गनष सक्ननहुन्छ। कन नै पवन छनौटमा कन नै फाइदा िा बेफाइदा छैन।
     थप जानकारीको लावग, कृपया नोिेम्बरको सनरुमा प्रकावशत हुने "रेईिा ७ टोक्यो उच्च माध्यवमक विद्यालय भनाा गाइि" हेननषहोस्।
     अन्तराषविि य स्नातक पाठ्यिमको बारेमा थप जानकारीको लावग, कृपया अन्तराषविि य उच्च माध्यवमक विद्यालयमा सम्पकष  गननषहोस्।भनाा

Q७  शैमक्षक क्षमता परीक्षण प्रश्नहरू आफै बनाउने उच्च माध्यममक मिद्यालयहरूको बारेमा बताउनुहोस्।

७ तलका १० पूणष समय उच्च माध्यवमक विद्यालयहरू पवहलो िरणको भनाा र वििावजत भनााको पवछल्लो िागका लावग आफ्ना
शैवक्षक परीक्षण प्रश्नहरू बनाउाँछन्। यी विद्यालयहरूका लावग विद्यालयले आफैं ले वसजषना गरेका प्रश्नहरू जापानी िाषा गवणत
अांगे्रजी र महानगरीय उच्च माध्यवमक विद्यालयहरू सामावजक अध्ययन विज्ञान लाई सामान्य प्रश्नहरू प्रयोग गरेर शैवक्षक
क्षमता परीक्षणहरू सञ्चालन गररनेछ।

अन्तराषविि य उच्च माध्यवमक विद्यालयले अांगे्रजी परीक्षण प्रश्नहरू बनाउाँछ। केही अांशकावलक उच्च माध्यवमक 
विद्यालयहरूले पवन आफ्नै विद्यालयहरूद्वारा वसजषना गररएका प्रश्नहरू प्रयोग गरेर प्रिेश परीक्षा सञ्चालन गछष न्।

 

विद्यालयको नाम बनाउने तररका

वहवबया उच्च माध्यवमक विद्यालय, टोयामा उच्च माध्यवमक विद्यालय, आओयामा उच्च 
माध्यवमक विद्यालय, वनशी उच्च माध्यवमक विद्यालय, हावियोजी वहगाशी उच्च 
माध्यवमक विद्यालय, ताविकािा उच्च माध्यवमक विद्यालय, कोकुररचु उच्च माध्यवमक 
विद्यालय, वसन्जनकन  उच्च माध्यवमक विद्यालय, सनवमदागािा उच्च माध्यवमक विद्यालय, 
कोकन बनन्जी उच्च माध्यवमक विद्यालय

जापानी गवणत र अांगे्रजीका लावग शैवक्षक
क्षमता परीक्षण प्रश्नहरू प्रते्यक उच्च माध्यवमक
विद्यालय आफ्नै विद्यालय मा वसजषना गररन्छन्।

१९ - 19 - - 19 -
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ＱＱ８８  入入
にゅう

学学
がく

願願
がん

書書
しょ

ははどどののよよううにに入入
にゅう

手手
しゅ

すするるののでですすかか。。  
  
ＡＡ８８ 「推

すい

薦
せん

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

」及
およ

び「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

（第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

、海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

入
にゅう

試
し

）」では、原
げん

則
そく

としてインターネットを通
つう

じて 出
しゅつ

願
がん

を 行
おこな

うため、紙
かみ

の 入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

は

必要
ひつよう

ありません。「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

（分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

）」用
よう

の 入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

は、

都
と

内
ない

公
こう

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

している方
かた

には在
ざい

学
がく

する 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で配
はい

布
ふ

します。それ以
い

外
がい

の方
かた

には東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

センター（郵
ゆう

送
そう

対
たい

応
おう

可
か

）、各
かく

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

、都
と

庁
ちょう

内
ない

にある都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

相
そう

談
だん

コーナーで配
はい

布
ふ

します。 入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

の配
はい

布
ふ

時
じ

期
き

は、１２月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

ごろからとなります。やむを得
え

ない事
じ

情
じょう

により、

インターネット 出
しゅつ

願
がん

を 行
おこな

えず、紙
かみ

の 入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

も同
どう

様
よう

です。ただし、「海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

の 入
にゅう

試
し

」について、やむを得
え

ない事
じ

情
じょう

によりインターネット 出
しゅつ

願
がん

を 行
おこな

えず、紙
かみ

の 入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

共
きょう

通
つう

の 入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

ではなく、独
どく

自
じ

様
よう

式
しき

の 入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を用
もち

いますので、

各
かく

高
こう

校
こう

へお問
と

い合
あ

わせください。 
   なお、以

い

下
か

に記
き

載
さい

のある高
こう

校
こう

を受
じゅ

検
けん

する場
ば

合
あい

は、各
かく

校
こう

独
どく

自
じ

の入 学
にゅうがく

願書
がんしょ

となりますので、各
かく

高
こう

校
こう

に 
問
と

い合
あ

わせてください。 
○ 次

つぎ

の 昼
ちゅう

夜
や

間
かん

定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

 ※１ 
    一

ひとつ

橋
ばし

高
こう

校
こう

、新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

高
こう

校
こう

、荻
おぎ

窪
くぼ

高
こう

校
こう

 
    ＊八

はち

王
おう

子
じ

拓
たく

真
しん

高
こう

校
こう

、砂
すな

川
がわ

高
こう

校
こう

及
およ

び浅
あさ

草
くさ

高
こう

校
こう

は都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

共
きょう

通
つう

の入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を使
し

用
よう

しますが、記
き

入
にゅう

の仕
し

方
かた

については 
      直

ちょく

接
せつ

各
かく

学
がっ

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。 

  ○ チャレンジスクール ※１ 
    六

ろっ

本
ぽん

木
ぎ

高
こう

校
こう

、大
おお

江
え

戸
ど

高
こう

校
こう

、世
せ

田
た

谷
がや

泉
いずみ

高
こう

校
こう

、 稔
みのり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、桐
きり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、小
お

台
だい

橋
ばし

高
こう

校
こう

、 
立
たち

川
かわ

地
ち

区
く

チャレンジスクール（仮称
かしょう

） 
  ○ 通

つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

の高校
こうこう

 
    一

ひとつ

橋
ばし

高
こう

校
こう

、新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

高
こう

校
こう

、砂
すな

川
がわ

高
こう

校
こう

 
  ○ 海

かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

の高
こう

校
こう

 ※２ 
    三

み

田
た

高
こう

校
こう

、竹
たけ

早
はや

高
こう

校
こう

、日
ひ

野
の

台
だい

高
こう

校
こう

、国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

 
○ 引

ひき

揚
あげ

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

の高
こう

校
こう

 ※２ 
    深

ふか

川
がわ

高
こう

校
こう

、 光
ひかり

丘
がおか

高
こう

校
こう

、富
ふ

士
じ

森
もり

高
こう

校
こう

 
○ 在

ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

の高
こう

校
こう

 ※２ 
    竹

たけの

台
だい

高
こう

校
こう

、田
た

柄
がら

高
こう

校
こう

、 南
みなみ

葛
かつ

飾
しか

高
こう

校
こう

、府
ふ

中
ちゅう

西
にし

高
こう

校
こう

、飛
あす

鳥
か

高
こう

校
こう

、六
ろく

郷
ごう

工
こう

科
か

高
こう

校
こう

、杉
すぎ

並
なみ

総
そう

合
ごう

高
こう

校
こう

、 
国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

 
  ○ 国

こく

際
さい

バカロレアコース ※２ 
    国

こく

際
さい

高
こう

校
こう

 
  
  ※１ 「学

がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく入
にゅう

試
し

（第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

）」を受
じゅ

検
けん

する場
ば

合
あい

には、インターネット出
しゅつ

願
がん

を行
おこな

い、 

「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく入
にゅう

試
し

（分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

）」を受
じゅ

検
けん

する場
ば

合
あい

には、各
かく

校
こう

独
どく

自
じ

の入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を使
し

用
よう

します。 

  ※２ 「推
すい

薦
せん

に基
もと

づく入
にゅう

試
し

」及
およ

び「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく入
にゅう

試
し

（第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

、海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

入
にゅう

試
し

）」を 

場
ば

合
あい

には、インターネット出
しゅつ

願
がん

を行
おこな

い、「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく入
にゅう

試
し

（分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

）」を受
じゅ

検
けん

する場
ば

合
あい

には、 

受
じゅ

検
けん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

共
きょう

通
つう

の入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を使
し

用
よう

します。 

  
  
   

१८ 

 
 
 
 

Q८ आिेदन फारम कसरी प्राप्त गना समकन्छ?

A८  "वसफाररसमा आिाररत प्रिेश परीक्षा" र "शैवक्षक क्षमता परीक्षणमा आिाररत प्रिेश परीक्षा (पवहलो िरणको भनाा, वििावजत पवहलो िरणको भनाा, 
विदेशबाट फवकष ने विद्याथीहरूका लावग प्रिेश परीक्षा)" को लावग आिेदन अनलाइन रूपमा गररएको छ, त्यसैले कागजी आिेदन फारमको आिश्यकता 
छैन। "शैवक्षक क्षमता परीक्षणमा आिाररत प्रिेश परीक्षा (वििावजत भनााको पवछल्लो िाग, दोस्रो िरणको भनाा)" को लावग कागजी आिेदन फारमहरू 
टोक्योका सािषजवनक माध्यवमक विद्यालयहरूमा वितरण गररन्छ िा टोक्यो महानगरपावलका वशक्षा परामशष केन्द्र (िाकमाफष त), टोक्यो महानगरपावलका 
उच्च माध्यवमक विद्यालयहरू, र टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालय प्रिेश परीक्षा परामशष केन्द्रबाट प्राप्त गनष सवकन्छ। वितरण लगिग 
विसेम्बरको सनरुआतमा सनरु हुन्छ। यवद अनलाइन आिेदन गनष सक्ननहुन्न र कागजी फारम प्रयोग गनष आिश्यक छ िने, एउटै प्रविया अननसरण गननषहोस्। 
"विदेशबाट फवकष ने विद्याथीहरूको प्रिेश परीक्षा" का लावग, यवद तपाईां अनलाइन आिेदन गनष सक्ननहुन्न िने, सामान्य फारम प्रयोग नगरी वनवदषि गररएको 
आिेदन फारम प्रयोग गननषहोस्। थप जानकारीका लावग प्रते्यक उच्च माध्यवमक विद्यालयमा सम्पकष  गननषहोस्।

○ वदउाँसो र रातको वनयवमत उच्च माध्यावमक विद्यालयहरू ※१

 मितोचुबाशीउच्च माध्यावमक विद्यालय, वशन्जनकन  यामाबनकी उच्च माध्यावमक विद्यालय, ओवगकन बो उच्च माध्यावमक विद्यालय
 ＊हाविओजी ताकुसीन उच्च माध्यावमक विद्यालय, सननागािा उच्च माध्यावमक विद्यालय, र असाकन सा उच्च माध्यावमक विद्यालयले एक समान टोक्यो महानगर उच्च माध्यावमक विद्यालयको 

आिेदन पत्र प्रयोग गछष न्, तर यसलाई कसरी िररने िने्न बारेमा प्रते्यक विद्यालयसाँग वसिा सम्पकष  गननषहोस्। 

○ च्यालेन्ज सू्कलहरू ※१

 रोप्पोङ्गी उच्च माध्यावमक विद्यालय, ओएिो उच्च माध्यावमक विद्यालय, सेतागाया इजनमी माध्यावमक उच्च विद्यालय, वमनोरीगाओका उच्च 
माध्यावमक विद्यालय, वकररगाओका उच्च माध्यावमक विद्यालय, ओदाइबाशी उच्च माध्यावमक विद्यालय, ताविकािा के्षत्र च्यालेन्ज सू्कल 
(अस्थायी नाम)

○ अनलाइन पाठ्यिमका उच्च माध्यावमक विद्यालयहरू
मितोचुबाशी उच्च माध्यावमक विद्यालय, वशन्जनकन  यामाबनकी उच्च माध्यावमक विद्यालय, सननागािा उच्च माध्यावमक विद्यालय

○ विदेशबाट फवकष एका विद्याथीहरूको लावग उच्च माध्यावमक विद्यालयहरू ※२

वमता उच्च माध्यावमक विद्यालय, ताकेहाया उच्च माध्यावमक विद्यालय, वहनो दाइ उच्च माध्यावमक विद्यालय, अन्तराषविि य उच्च. माध्यावमक 
विद्यालय

○ पननरागमन गने विद्याथीहरूको लावग उच्च माध्यावमक विद्यालयहरू ※२

फुकागावा उच्च माध्यावमक विद्यालय, मिकारीगाओका उच्च माध्यावमक विद्यालय, फन वजमोरी उच्च माध्यावमक विद्यालय
○ टोक्योमा बसोबास गने विदेशी विद्याथीहरूको लावग उच्च माध्यावमक विद्यालयहरू ※२

ताकेनोदाई उच्च माध्यावमक विद्यालय, तागारा उच्च माध्यावमक विद्यालय, वमनामी काचुमशका उच्च माध्यावमक विद्यालय, फन िन वनशी  
उच्च माध्यावमक विद्यालय, आसुका उच्च माध्यावमक विद्यालय, रोक्कन गो प्राविविक उच्च माध्यावमक विद्यालय, सनवगनामी सामान्य 
उच्च माध्यावमक विद्यालय, अन्तराषविि य उच्च विद्यालय

○ अन्तराषविि य स्नातक पाठ्यिम ※२

अन्तराषविि य उच्च माध्यावमक विद्यालय

※१  "शैवक्षक क्षमतामा आिाररत प्रिेश परीक्षा (पवहलो िरण भनाा र प्रारक्तिक वििाजन भनाा)"को लावग इन्टरनेट आिेदन आिश्यक छ। "शैवक्षक 
क्षमतामा आिाररत प्रिेश परीक्षा (अक्तन्तम वििाजन भनाा र दोस्रो िरण भनाा)"को लावग प्रते्यक विद्यालयको विवशि आिेदन पत्र प्रयोग गननषपछष ।

※२  "वसफाररसमा आिाररत प्रिेश परीक्षा" र "शैवक्षक क्षमतामा आिाररत प्रिेश परीक्षा (पवहलो िरण भनाा, प्रारक्तिक वििाजन भनाा, र विदेशबाट 
फवकष एका विद्याथीहरू)"को लावग इन्टरनेट आिेदन आिश्यक छ। "शैवक्षक क्षमतामा आिाररत प्रिेश परीक्षा (अक्तन्तम वििाजन भनाा र दोस्रो 
िरण भनाा)"को लावगटोक्यो महानगर उच्च माध्यावमक विद्यालयको सामान्य आिेदन पत्र प्रयोग गननषपछष ।
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ＱＱ９９  入入
にゅう

学学
がく

願願
がん

書書
しょ

をを提提
てい

出出
しゅつ

ししたた後後
あと

、、志志
し

望望
ぼう

校校
こう

のの変変
へん

更更
こう

ははででききまますすかか。。  
 
ＡＡ９９ 推

すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

では、志
し

望
ぼう

校
こう

を変
へん

更
こう

することは一切できません。 
学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく入
にゅう

試
し

では、全
ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

で志
し

望
ぼう

校
こう

の変
へん

更
こう

（取
とり

下
さ

げ及
およ

び再
さい

提
てい

出
しゅつ

）ができま

す。また、定
てい

時
じ

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

のうち、六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

高
こう

校
こう

、大
おお

江
え

戸
ど

高
こう

校
こう

、世
せ

田
た

谷
がや

泉
いずみ

高
こう

校
こう

、稔
みのり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、桐
きり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、小
お

台
だい

橋
ばし

高
こう

校
こう

、立
たち

川
かわ

地
ち

区
く

チャレンジスクール（仮
か

称
しょう

）、一
ひとつ

橋
ばし

高
こう

校
こう

、浅
あさ

草
くさ

高
こう

校
こう

、荻
おぎ

窪
くぼ

高
こう

校
こう

、八
はち

王
おう

子
じ

拓
たく

真
しん

高
こう

校
こう

及
およ

び砂
すな

川
がわ

高
こう

校
こう

の各
かく

昼
ちゅう

夜
や

間
かん

定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

においては志
し

望
ぼう

校
こう

の変
へん

更
こう

ができます。 
なお、その他

た

の定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

の第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

では志
し

望
ぼう

校
こう

の変
へん

更
こう

はできません。ただし、定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

の

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

では志
し

望
ぼう

校
こう

の変
へん

更
こう

ができます。 
詳
くわ

しくは、１１月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

の「令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

募
ぼ

集
しゅう

案
あん

内
ない

」で確
かく

認
にん

してくだ

さい。 
  

ＱＱ１１００  新新
しん

型型
がた

ココロロナナウウイイルルスス感感
かん

染染
せん

症症
しょう

のの感感
かん

染染
せん

症症
しょう

法法
ほう

上上
じょう

のの位位
い

置置
ち

付付
づ

けけがが５５類類
るい

感感
かん

染染
せん

症症
しょう

にに移移
い

行行
こう

ししたたここととにに伴伴
ともな

いい、、入入
にゅう

試試
し

のの

対対
たい

応応
おう

にに変変
へん

更更
こう

ははあありりままししたたかか。。  

  

ＡＡ１１００  令令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

では、これまで中
ちゅう

止
し

していた一
いっ

般
ぱん

推
すい

薦
せん

における集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

について、必
ひつ

要
よう

と判
はん

断
だん

する学
がっ

校
こう

において実
じっ

施
し

しました。そのほか、検
けん

査
さ

間
かん

の休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を３０分
ぷん

から２０分
ぷん

に戻
もど

し、高
こう

校
こう

の入
いり

口
ぐち

での検
けん

温
おん

は実
じっ

施
し

せず、マスクの着
ちゃく

用
よう

を個
こ

人
じん

の判
はん

断
だん

としました。今
こん

後
ご

変
へん

更
こう

が生
しょう

じる場
ば

合
あい

は、東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

のホームページでお知
し

らせします。 
  
ＱＱ１１１１  イインンフフルルエエンンザザ等等

とう

のの学学
がっ

校校
こう

感感
かん

染染
せん

症症
しょう

やや新新
しん

型型
がた

ココロロナナウウイイルルスス感感
かん

染染
せん

症症
しょう

ににかかかかりり、、検検
けん

査査
さ

をを受受
じゅ

検検
けん

ででききななかかっったた場場
ば

合合
あい

ににはは、、何何
なに

かか救救
きゅう

済済
さい

措措
そ

置置
ち

ががあありりまますすかか。。  

  
ＡＡ１１１１  インフルエンザ等

とう

の学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

や新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

に罹
り

患
かん

した場
ば

合
あい

は、受
じゅ

検
けん

すること

ができません。 

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく選
せん

抜
ばつ

（第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

）を受
じゅ

検
けん

することができなかった場
ば

合
あい

には、申
しん

請
せい

により、

後
ご

日
じつ

行
おこな

われる「インフルエンザ等
とう

学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

罹
り

患
かん

者
しゃ

等
とう

に対する追
つい

検
けん

査
さ

」を受
じゅ

検
けん

することができま

す。ただし、分
ぶん

割
かつ

募
ぼ

集
しゅう

を実
じっ

施
し

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

では、追
つい

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しません。分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

を受
じゅ

検
けん

で

きなかった場
ば

合
あい

でも、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

を受
じゅ

検
けん

できるためです。 
追
つい

検
けん

査
さ

の受
じゅ

検
けん

を希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

を経
けい

由
ゆ

して、「インフルエンザ等
とう

学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

罹
り

患
かん

者
しゃ

等
とう

に対
たい

する措
そ

置
ち

申
しん

請
せい

書
しょ

」を第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

において出
しゅつ

願
がん

した都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

する必
ひつ

要
よう

があります（都
と

内
ない

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない場
ば

合
あい

は、中学
ちゅうがっ

校長
こうちょう

を経
けい

由
ゆ

する必
ひつ

要
よう

はありません。）。 
なお、追

つい

検
けん

査
さ

は第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

で受
じゅ

検
けん

できなかった高
こう

校
こう

のみ受
じゅ

検
けん

することができます。出
しゅつ

願
がん

先
さき

を変
へん

更
こう

して受
じゅ

検
けん

することはできません。 
詳
くわ

しくは、１７ページの「５ インフルエンザ等
とう

学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

罹
り

患
かん

者
しゃ

等
とう

に対
たい

する追
つい

検
けん

査
さ

について」 

で確
かく

認
にん

してください。 
  

ＱＱ１１２２  学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

のの実実
じっ

施施
し

日日
び

直直
ちょく

前前
ぜん

にに急急
きゅう

ににけけががををししたたりり病病
びょう

気気
き

ににななっったたりりししたた場場
ば

合合
あい

はは、、どどののよよううなな手手
て

続続
つづ

ききををととれればば

よよいいののででししょょううかか。。  

  

ＡＡ１１２２  まず、体
たい

調
ちょう

面
めん

で受
じゅ

検
けん

することが可
か

能
のう

か、医
い

師
し

や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

に相
そう

談
だん

してください。 

受
じゅ

検
けん

ができるようであり、特
とく

別
べつ

な措
そ

置
ち

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は、在
ざい

学
がく

する中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を通
とお

して出
しゅつ

願
がん

した高
こう

校
こう

に相
そう

談
だん

し、「事
じ

故
こ

や病
びょう

気
き

等
とう

による学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

等
とう

実
じっ

施
し

上
じょう

の措
そ

置
ち

申
しん

請
せい

書
しょ

」等
とう

により、必
ひつ

要
よう

な手
て

続
つづ

きを 

行
おこな

ってください（都
と

内
ない

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない場
ば

合
あい

は、措
そ

置
ち

申
しん

請
せい

のための手
て

続
つづ

き等
とう

について、

直
ちょく

接
せつ

、出
しゅつ

願
がん

した高
こう

校
こう

に相
そう

談
だん

してください。）。 

१८ 

Q९  आिेदन फारम बुझाएपमछ आफ्नो प्राथममक उच्च माध्यममक मिद्यालय पररितान गना समकन्छ?  
 
A9   वसफाररस प्रिेश परीक्षाको लावग आफ्नो प्राथवमक उच्च माध्यवमक विद्यालय पररितषन गनष सक्ननहुन्न।  
      शैवक्षक परीक्षणमा आिाररत प्रिेश परीक्षाको लावग, तपाईां पूणष-समय टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयहरूको लावग आफ्नो 
प्राथवमक उच्च माध्यवमक विद्यालय पररितषन (वफताष र पनन: बनझाउने) गनष सक्ननहुन्छ।  
वनवित अांशकावलक उच्च माध्यवमक विद्यालयहरूमधे्य रोप्पोांगी उच्च माध्यवमक विद्यालय , एदोगािा उच्च माध्यवमक विद्यालय, सेतागाया इजनमी उच्च 
माध्यवमक विद्यालय, वमनोररगाओका उच्च माध्यवमक विद्यालय, वकररगाओका उच्च माध्यवमक विद्यालय, ओदाइबाशी उच्च माध्यवमक विद्यालय, ताविकािा 
विक्तरिक्ट च्यालेन्ज सू्कल (अस्थायी नाम), मितोचुबाशी उच्च माध्यवमक विद्यालय, आसाकन सा उच्च माध्यवमक विद्यालय, ओवगकन बो उच्च माध्यवमक विद्यालय, 
हावियोजी ताकन वसन र सननागािा उच्च माध्यवमक विद्यालयमा पररितषन अननमवत वदन्छन्।  
     कृपया ध्यान वदननहोस् वक अन्य आांवशक समयका उच्च माध्यवमक विद्यालयहरूको पवहलो िरणको आिेदनमा आफ्नो प्राथवमक विद्यालय पररितषन 
गनष सक्ननहुन्न। तर, आांवशक समयका उच्च माध्यवमक विद्यालयहरूको दोस्रो िरणको आिेदनमा आफ्नो प्राथवमक विद्यालय पररितषन गनष सक्ननहुन्छ। 

     थप जानकारीको लावग, कृपया नोिेम्बरको सनरुआतमा जारी गररने "शैवक्षक सत्र २०२५ का लावग टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालय 
भनाा गाइि" हेननषहोस्। 
 
Q१० COVID-19 लाई वर्ग ५ संक्रामक रोगको रूपमा पुनः  िगीकृत गरेको कारण प्रिेश परीक्षामा तिीका बदमलएको छ?  
 
A१०  शैवक्षक सत्र २०२४ प्रिेश परीक्षाको लावग, सामान्य वसफाररसहरूको लावग समूह छलफलहरू, जनन अवहलेसम्म रद्द गररएको 

वथयो, आिश्यक ठानेका विद्यालयहरूमा आयोवजत गररयो। परीक्षणहरू बीिको विश्राम समय ३० वमनेटबाट २० वमनेटमा 
छोट्याइएको वथयो, विद्यालय प्रिेशमा तापिम जााँि गररएन, र मास्क लगाउने व्यक्तिगत वििेकमा राक्तखयो। कन नै पवन िविष्यमा 
पररितषनहरू टोक्यो महानगरपावलका वशक्षा बोिषको िेबसाइटमा सूवित गनेछौां। 

 
Q११ इन्लुएन्जा िा COVID-19 जस्ता मिद्यालय संक्रामक रोगहरूको कारणले गदाा मैले परीक्षा मदन सक्तिन िने कुनै उपायहरू छन्? 
 
Q११     यवद तपाईां इन्लनएन्जा िा COVID-19 जस्ता सू्कल सांिामक रोगबाट सांिवमत हुननियो िने, तपाईांले परीक्षा वदन सक्ननहुन्न। 
        यवद तपाईां सांिामक रोगको कारण ”पवहलो िरणको” शैवक्षक परीक्षा वदन सक्ननहुन्न िने, पवछ गररने "इन्लनएन्जा िा अन्य सू्कल 

सांिामक रोगहरूमा सांिवमत िएका व्यक्तिहरूका लावग पूरक परीक्षा" का लावग आिेदन गनष सक्ननहुन्छ। तर, वििावजत भनाा 
लागू गने टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयहरूले पूरक परीक्षा गदैनन्। यसको कारण यो हो वक यवद तपाईांले 
वििावजत पवहलो िाग छन टाउननियो िने पवन, तपाईांले वििावजत दोस्रो िागको परीक्षा वदन सक्ननहुन्छ।     

        यवद पूरक परीक्षा वदन िाहननहुन्छ िने, आफ्नो माध्यवमक विद्यालयको प्रिानाध्यापकमाफष त "इन्लनएन्जा िा अन्य सू्कल 
सांिामक रोगहरूमा सांिवमत िएका व्यक्तिहरूका लावग उपाय आिेदन पत्र" पवहलो िरणको भनाामा आिेदन गररएको टोक्यो 
महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा बनझाउनन पछष  (यवद टोक्योमा माध्यवमक विद्यालयमा उपक्तस्थत हुननहुन्न िने, माध्यवमक 
विद्यालयको प्रिानाध्यापकमाफष त बनझाउन आिश्यक छैन)। 
   कृपया ध्यान वदननहोस् वक पूरक परीक्षा केिल पवहलो िरणको भनााका लावग आिेदन गरेको उच्च माध्यवमक विद्यालयमा मात्र 
वदन सक्ननहुन्छ। आफ्नो आिेदन गन्तव्य पररितषन गरेर पूरक परीक्षा वदन सक्ननहुन्न। 

         थप वििरणको लावग, कृपया "५ इन्लनएन्जा िा अन्य सू्कल सांिामक रोगहरूमा सांिवमत िएका व्यक्तिहरूका लावग पूरक 
परीक्षा" को पृष्ठ  १७ हेननषहोस्। 

 
ＱＱ१२ शैमक्षक परीक्षा मदनुअमि अचानक चोटपटक लाग्यो िा मबरामी िएमा के गनुा पछा ? 
 
ＡＡ१२    पवहला, आफ्नो िाक्टर, माध्यवमक विद्यालयका वशक्षक, र अवििािकसाँग परामशष गननषहोस् वक ितषमान अिस्थामा परीक्षा वदन 

सक्ननहुन्छ वक सक्ननहुन्न।   
        यवद परीक्षा वदन सक्षम हुननहुन्छ र विशेष व्यिस्था आिश्यक छ िने, आफ्नो माध्यवमक विद्यालयमाफष त आिेदन गररएको उच्च 

माध्यवमक विद्यालयसाँग परामशष गननषहोस् र "दनघषटना िा वबरामीको कारण शैवक्षक परीक्षा वलनका लावग उपाय आिेदन पत्र" फारम 
आवदको प्रयोग गरेर आिश्यक प्रवियाहरू पूरा गननषहोस् (यवद तपाईां टोक्योको माध्यवमक विद्यालयमा उपक्तस्थत हुननहुन्न िने, उपाय 
आिेदनको लावग प्रविया बारेमा वसिै आिेदन गररएको उच्च माध्यवमक विद्यालयसाँग परामशष गननषहोस्)। 
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ＱＱ１１３３  障障
しょう

害害
がい

ののああるる志志
し

願願
がん

者者
しゃ

がが受受
じゅ

検検
けん

すするる場場
ば

合合
あい

、、どどののよよううなな制制
せい

度度
ど

ががあありりまますすかか。。  

 

ＡＡ１１３３  学学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

、小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、面
めん

接
せつ

等
とう

において、検
けん

査
さ

方
ほう

法
ほう

、検
けん

査
さ

時
じ

間
かん

及
およ

び検
けん

査
さ

会
かい

場
じょう

等
とう

についての

「受
じゅ

検
けん

上
じょう

の配
はい

慮
りょ

」を申
しん

請
せい

することが可
か

能
のう

です。志
し

願
がん

者
しゃ

の 障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

等
とう

を考
こう

慮
りょ

した上
うえ

で、問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

・

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の拡
かく

大
だい

、英
えい

語
ご

リスニングテストでの座
ざ

席
せき

の配
はい

慮
りょ

、別
べっ

室
しつ

受
じゅ

検
けん

、検
けん

査
さ

時
じ

間
かん

の延
えん

長
ちょう

、記
き

号
ごう

選
せん

択
たく

式
しき

での受
じゅ

検
けん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

（代
だい

筆
ひつ

者
しゃ

や音
おん

読
どく

者
しゃ

などを含
ふく

む。）の同
どう

行
こう

、ICT機
き

器
き

の使
し

用
よう

などが認
みと

められます。 
        また、通

つう

学
がく

範
はん

囲
い

が限
かぎ

られ、現
げん

住
じゅう

所
しょ

から通
つう

学
がく

至
し

便
べん

な全
ぜん

日
にち

制
せい

又
また

は定
てい

時
じ

制
せい

の高
こう

校
こう

を志
し

願
がん

する場
ば

合
あい

、「選
せん

考
こう

の特
とく

例
れい

」を申
しん

請
せい

することが可
か

能
のう

です。 
申
しん

請
せい

は、１２月
がつ

に在
ざい

学
がく

する 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を通
とお

して所
しょ

定
てい

の様
よう

式
しき

により 行
おこな

うこととなりますので、詳
くわ

しく

は、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に確
かく

認
にん

してください（現
げん

在
ざい

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない場
ば

合
あい

は、志
し

願
がん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。）。 
また、 入

にゅう

学
がく

後
ご

の学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

における配
はい

慮
りょ

について、志
し

願
がん

する予
よ

定
てい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に事
じ

前
ぜん

に相
そう

談
だん

するこ

とができます。 
 

ＱＱ１１４４  都都
と

内内
ない

在在
ざい

住住
じゅう

でで都都
と

外外
がい

のの 中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

にに通通
かよ

っってていいるる場場
ば

合合
あい

、、都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに 出出
しゅつ

願願
がん

すするる際際
さい

のの応応
おう

募募
ぼ

資資
し

格格
かく

がが一一
いち

部部
ぶ

見見
み

直直
なお

さされれたたとと  

聞聞
き

ききままししたたがが、、どどののよよううにに変変
か

わわっったたののでですすかか。。  
 
ＡＡ１１４４  これまでは、保

ほ

護
ご

者
しゃ

が父
ふ

母
ぼ

である場
ば

合
あい

は父
ふ

母
ぼ

の 両
りょう

方
ほう

と同
どう

居
きょ

していること、また父
ふ

母
ぼ

のどち

らか一
いっ

方
ぽう

が志
し

願
がん

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

できない場
ば

合
あい

は、介
かい

護
ご

や 病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

等
とう

の特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

（Ａ１８の※２

参
さん

照
しょう

）がなければ応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

が認
みと

められませんでした。令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

から、志
し

願
がん

者
しゃ

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

がやむを得
え

ず別
べっ

居
きょ

中
ちゅう

であると、志
し

願
がん

者
しゃ

の在
ざい

学
がく

する 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の校
こう

長
ちょう

が認
みと

める場
ば

合
あい

は、具
ぐ

申
しん

書
しょ

を提
てい

出
しゅつ

することにより特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

がなくても応
おう

募
ぼ

を認
みと

めると変
へん

更
こう

しました。 
  

ＱＱ１１５５  中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

をを卒卒
そつ

業業
ぎょう

後後
ご

、、都都
と

外外
がい

へへ引引
ひ

っっ越越
こ

すすここととがが決決
き

ままっってていいまますすがが、、全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。  

 

ＡＡ１１５５  応応
おう

募
ぼ

することはできません。 
       全

ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

への応
おう

募
ぼ

は、都
と

内
ない

に保
ほ

護
ご

者
しゃ

（Ａ１８の※１参
さん

照
しょう

）と同
どう

居
きょ

し、 入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

から通
つう

学
がく

することが確
かく

実
じつ

であることが 条
じょう

件
けん

です。 
       中

ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、都
と

外
がい

へ引
ひ

っ越
こ

すことが決
き

まっていて公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

の受
じゅ

検
けん

を希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、引
ひ

っ

越
こ

し先
さき

の道
どう

府
ふ

県
けん

の公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することになります。 
       なお、定

てい

時
じ

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へは、志
し

願
がん

者
しゃ

が都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

又
また

は勤
きん

務
む

先
さき

があれば応
おう

募
ぼ

することができます。 

  

ＱＱ１１６６  現現
げん

在在
ざい

、、一一
いっ

家家
か

でで都都
と

外外
がい

にに住住
す

んんででおおりり、、母母
はは

ととととももにに都都
と

内内
ない

にに転転
てん

入入
にゅう

（（父父
ちち

はは単単
たん

身身
しん

赴赴
ふ

任任
にん

でで別別
べっ

居居
きょ

（（都都
と

外外
がい

））））すするる予予
よ

定定
てい

  

      でですすがが、、全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。  

 

ＡＡ１１６６  Ａ１８の「特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

（Ａ１８の※２参
さん

照
しょう

）」に該
がい

当
とう

しない場
ば

合
あい

には、保
ほ

護
ご

者
しゃ

（Ａ１８の※１参
さん

照
しょう

）と都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

しなければ、全
ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することはできません。 
    なお、都

と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

する場
ば

合
あい

には、出
しゅつ

願
がん

時
じ

に、転
てん

居
きょ

前
まえ

の道
どう

府
ふ

県
けん

の公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

を志
し

願
がん

しないことを

証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

・転
てん

居
きょ

を 証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

などの提
てい

出
しゅつ

が必
ひつ

要
よう

です。 
また、定

てい

時
じ

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へは、志
し

願
がん

者
しゃ

が都
と

内
ない

に住
じゅう

所
しょ

又
また

は勤
きん

務
む

先
さき

があれば、応
おう

募
ぼ

することができま

す。  

  

    

१८ 

ＱＱ१३ अपांगता िएका आिेदकहरूले परीक्षा मदने अिस्थामा के-के व्यिस्था उपलब्ध छन्?

ＡＡ१३  शैवक्षक क्षमता परीक्षा, वनबन्ध िा साक्षात्कारको परीक्षण विवि, समय र स्थल सम्बन्धी "परीक्षा वदने व्यिस्थाको" लावग. आिेदन 
गनष सवकन्छ। आिेदकको अपाांगताको विशेषतालाई ध्यानमा राखेर, प्रश्नपत्र र उिरपत्रको विस्तार, अांगे्रजी सननाइ परीक्षणका लावग 
सीट व्यिस्था, अलग कोठामा परीक्षा वदनन, परीक्षा समयको विस्तार, बहुविकल्पीय स्वरूपमा परीक्षा वदनन, सहायकको (प्रीमतमनमि 
लेखक िा बाचक लगायत) साथ, र आईसीटी उपकरणहरूको प्रयोग जस्ता व्यिस्था अननमवत छन्।
  थप रूपमा, यवद आिेदकको विद्यालय जाने के्षत्र सीवमत छ र ितषमान ठेगानाबाट सवजलो रूपमा जाने सवकने
पूणषकावलक िा आांवशक समयका उच्च माध्यवमक विद्यालयको लावग आिेदन गरररहेको छ िने, "ियन अपिाद" को लावग
आिेदन गनष सवकन्छ।
  आिेदन विसेम्बरमा अध्ययनरत माध्यवमक विद्यालयमाफष त तोवकएको फारमद्वारा गननषपछष , त्यसैले विसृ्तत जानकारीको
लावग आफ्नो माध्यवमक विद्यालयका वशक्षकसाँग परामशष गननषहोस् (हाल माध्यवमक विद्यालयमा अध्ययनरत निएमा,
आिेदन गने टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयसाँग सम्पकष  गननषहोस्)।
  थप रूपमा, िनाष पवछको विद्यालय जीिनमा हुने व्यिस्थाको बारेमा, आिेदन गने योजना बनाएको टोक्यो महानगरपावलका 
उच्च माध्यवमक विद्यालयसाँग पूिष परामशष गनष सवकन्छ।

ＱＱ१४ टोक्योमा बसोबास गने तर टोक्यो बामहरका माध्यममक मिद्यालयमा अध्ययन गने मिद्याथीहरूको लामग टोक्यो 
महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयमा आिेदन गना योग्यताको मापदण्डमा केही संशोधन गररएको सुनेको छु। यो 
कसरी पररितान िएको छ?

ＡＡ१४  पवहले, यवद आिेदकका अवििािक आमाबुवा दनिै भए, आिेदकले दनिै अवििािकसाँग बस्ननपने, र यवद अवििािकहरूमधे्य एक 
जना आिेदकसाँग बस्न सकै्दन िने, केयरवगविङ िा विवकत्सा उपिार जस्ता विशेष पररक्तस्थवतहरू (A १८ को नोट २ हेननषहोस्) 
वबना आिेदन गनष सवकाँ दैन वथयो। शैवक्षक सत्र २०२४ को प्रिेश परीक्षा देक्तख, यवद आिेदक र उनका अवििािक अवनिायष रूपमा 
अलग बवसरहेका छन् िने, माध्यवमक विद्यालयका प्रिानाध्यापकले यो स्वीकारेमा, विशेष पररक्तस्थवतहरू वबना पवन वलक्तखत बयान 
पेश गरेर आिेदन गनष सवकन्छ।

ＱＱ१५ माध्यममक मिद्यालयको स्नातकपमछ टोक्यो बामहर सने योजना छ। के म पूणाकामलक टोक्यो महानगरपामलका उच्च 
माध्यममक मिद्यालयमा आिेदन गना सक्छु?

ＡＡ१५    आिेदन गनष सक्ननहुन्न। 
   पूणषकावलक टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गनष, टोक्योमा आफ्ना अवििािकहरूसाँग (A १८ 
को नोट १ हेननषहोस्) बस्ननपनेछ र िनाषपवछ पवन टोक्योबाट यात्रा जारी राख्न सक्ननपनेछ।
   यवद माध्यवमक विद्यालयको स्नातकपवछ टोक्यो बावहर सने योजना बनाउननिएको छ र सािषजवनक उच्च माध्यवमक विद्यालयमा 
अध्ययन गनष िाहननहुन्छ िने, सने गन्तव्यको सािषजवनक उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गननषपनेछ।
   तर, आांवशक समयका टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा टोक्योमा ठेगाना िा कायषस्थल िएमा आिेदन गनष 
सक्ननहुन्छ।

ＱＱ१६ मेिो पररिार हाल टोक्यो बामहर बमसरहेको छ, र म आमासँग टोक्योमा सनुा पनेछ (बुबा कामको लामग टोक्यो बामहर एकल 
बमसरहेका छन्)। के म पूणाकामलक टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयमा आिेदन गना सक्छु?

ＡＡ१६   A १८ को  "विशेष पररक्तस्थवतहरू" (A १८ को नोट २ हेननषहोस्) अन्तगषत जबसम्म यो पदैन, टोक्योमा आफ्नो अवििािकहरूसाँग 
सरेर पूणषकावलक टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गनष सक्ननहुन्न।
  टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गदाष, आफ्नो ितषमान वप्रफेक्चरको सािषजवनक उच्च माध्यवमक 
विद्यालयहरूमा आिेदन नगने प्रमाणपत्र र स्थानान्तरण प्रमाणपत्र जस्ता कागजातहरू बनझाउनन पनेछ।
  आांवशक समयका टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गनष, टोक्योमा ठेगाना िा कायषस्थल िएमा, 
आिेदन गनष सक्ननहुन्छ।
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Ｑ１７ 現
げん

在
ざい

海
かい

外
がい

に住
す

んでいますが、全
ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

できますか。

Ａ１７ 日
に

本
ほん

人
じん

学
がっ

校
こう

（在
ざい

外
がい

教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

）や現
げん

地
ち

の学
がっ

校
こう

などにおいて、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

における９年
ねん

の課
か

程
てい

を 修
しゅう

了
りょう

する見
み

込
こ

み又
また

は 修
しゅう

了
りょう

した生
せい

徒
と

については、入
にゅう

学
がく

日
び

までに保
ほ

護
ご

者
しゃ

（Ａ１８の※１参
さん

照
しょう

）と都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

することが確
かく

実
じつ

な場
ば

合
あい

には、どの都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

にも応
おう

募
ぼ

することができます。

また、三
み

田
た

高
こう

校
こう

、竹
たけ

早
はや

高
こう

校
こう

、日
ひ

野
の

台
だい

高
こう

校
こう

及
およ

び国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

では、一
いっ

定
てい

の応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

のもと、海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

の 入
にゅう

試
し

（４月
がつ

入
にゅう

学
がく

・９月
がつ

入
にゅう

学
がく

）を実
じっ

施
し

しています。

詳
くわ

しくは各
かく

高
こう

校
こう

又
また

は裏
うら

表
びょう

紙
し

に記
き

載
さい

してある都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

相
そう

談
だん

コーナーに問
と

い合
あ

わせてください。

Ｑ１８ 現
げん

在
ざい

都
と

外
がい

に住
す

んでいますが、全
ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

できますか。

Ａ１８ 入
にゅう

学
がく

日
び

までに保
ほ

護
ご

者
しゃ

（※１）と都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

することが確
かく

実
じつ

な場
ば

合
あい

には、どの都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

にも応
おう

募
ぼ

する

ことができます。ただし、一
いち

時
じ

的
てき

に都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

することがあっても、 入
にゅう

学
がく

後
ご

再
ふたた

び都
と

外
がい

に、志
し

願
がん

者
しゃ

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

又
また

は志
し

願
がん

者
しゃ

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

が転
てん

居
きょ

する予
よ

定
てい

のある場
ば

合
あい

には、応
おう

募
ぼ

することはできません。

また、保
ほ

護
ご

者
しゃ

が父
ふ

母
ぼ

である場
ば

合
あい

であって、特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

（※２）により父母
ふ ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

が都
と

内
ない

に

転
てん

居
きょ

できない場
ば

合
あい

は、その理
り

由
ゆう

を明
めい

記
き

するとともに必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

を提
てい

出
しゅつ

して審
しん

査
さ

を受
う

けた上
うえ

で、応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

を認
みと

められることがあります。どのような場
ば

合
あい

でも認
みと

められるということではありません。

応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

や必
ひつ

要
よう

な手
て

続
つづき

の 詳
しょう

細
さい

については、裏
うら

表
びょう

紙
し

に記
き

載
さい

してある都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

相
そう

談
だん

コーナー

に問
と

い合
あ

わせてください。

※１ 保
ほ

護
ご

者
しゃ

とは、本
ほん

人
にん

に対
たい

し親
しん

権
けん

を 行
おこな

う者
もの

であって、原
げん

則
そく

として父
ふ

母
ぼ

のことを言
い

います。

※２ 特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

の 考
かんが

え方
かた

「特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

」とは、次
つぎ

の(1)～(3)のいずれかに該
がい

当
とう

する場
ば

合
あい

です。

(1) 父
ふ

母
ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

の都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

することができない理
り

由
ゆう

が、介
かい

護
ご

、 病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

（又
また

は 出
しゅっ

産
さん

）

のためであり、志
し

願
がん

者
しゃ

にとって、都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

（在
ざい

住
じゅう

）する一
いっ

方
ぽう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

した方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられる場
ば

合
あい

※病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

については、志
し

願
がん

者
しゃ

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

又
また

は志
し

願
がん

者
しゃ

の兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

が病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

中
ちゅう

である場
ば

合
あい

を対
たい

象
しょう

と

します。

(2) 父
ふ

母
ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

の都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

する理
り

由
ゆう

が、介
かい

護
ご

のためであり、志
し

願
がん

者
しゃ

にとって、都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

する一
いっ

方
ぽう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

した方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられる場
ば

合
あい

※介
かい

護
ご

については、志
し

願
がん

者
しゃ

の２親
しん

等
とう

内
ない

の親
しん

族
ぞく

が、要
よう

介
かい

護
ご

２、３、４、５である場
ば

合
あい

を対
たい

象
しょう

とします。

要
よう

介
かい

護
ご

１、要
よう

支
し

援
えん

１、２である場
ば

合
あい

、対
たい

象
しょう

とはなりません。

(3) 日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

を有
ゆう

する志
し

願
がん

者
しゃ

の父
ふ

母
ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

が都
と

内
ない

に志
し

願
がん

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

できない理
り

由
ゆう

が、海
かい

外
がい

勤
きん

務
む

の継
けい

続
ぞく

のためであり、志
し

願
がん

者
しゃ

にとって、海
かい

外
がい

から都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

又
また

は都
と

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

する一
いっ

方
ぽう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

した方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられる場
ば

合
あい

。ただし、父
ふ

母
ぼ

の 両
りょう

方
ほう

が帰
き

国
こく

できない場
ば

合
あい

は、保
ほ

護
ご

者
しゃ

に代
か

わる都
と

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の身
み

元
もと

引
ひき

受
うけ

人
にん

がいること、保
ほ

護
ご

者
しゃ

（保
ほ

護
ご

者
しゃ

が父
ふ

母
ぼ

である場
ば

合
あい

は、父
ちち

又
また

は母
はは

の

一
いっ

方
ぽう

でよい。）が志
し

願
がん

者
しゃ

の 入
にゅう

学
がく

後
ご

１年
ねん

以
い

内
ない

に帰
き

国
こく

し、都
と

内
ない

に志
し

願
がん

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

することが必
ひつ

要
よう

です。

१८

Ｑ१७ म हाल मिदेशमा बमसरहेको छु। के म पूणाकामलक टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयमा आिेदन गना
सक्छु?

Ａ१७   जापानी सू्कल (विदेशी शैवक्षक सांस्था) िा स्थानीय विद्यालयमा विद्यालय वशक्षामा ९ िषषको पाठ्यिम पूरा गने अपेक्षा गररएका
िा पूरा गरेका विद्याथीहरूले, यवद प्रिेश वदन सम्ममा उनीहरूको अवििािकहरूसाँग (A १८ को नोट १ हेननषहोस्) टोक्योमा
स्थानान्तरण गनष वनवित छ िने, कन नै पवन टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गनष सक्छन्।

        थप रूपमा, वमता उच्च माध्यवमक विद्यालय, ताकेहाया उच्च माध्यवमक विद्यालय, वहनोदाई उच्च माध्यवमक विद्यालय, र
अन्तराषविि य उच्च माध्यवमक विद्यालयले वनवित आिेदन योग्यताका आिारमा विदेश फवकष एका विद्याथीहरूको लावग प्रिेश परीक्षा
(अवप्रल िनाष र सेपे्टम्बर िनाष) सञ्चालन गछष न्।

        वििरणको लावग, कृपया प्रते्यक उच्च माध्यवमक विद्यालय िा पछाविको पृष्ठमा उले्लख गररएको टोक्यो महानगरपावलका उच्च
माध्यवमक विद्यालय प्रिेश परामशष केन्द्रसाँग सम्पकष गननषहोस्।

Ｑ१८ हाल टोक्यो बामहर बमसरहेको छु। के म पूणाकामलक टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयमा आिेदन
गना सक्छु?

Ａ१८   यवद प्रिेश वदनसम्ममा आफ्ना अवििािक(※१) साँग टोक्योमा स्थानान्तरण गने वनवितता छ िने, कन नै पवन टोक्यो
महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गनष सक्ननहुन्छ। तर, यवद टोक्योमा अस्थायी रूपमा स्थानान्तरण गने योजना
बनाउननिएको छ र िनाषपवछ अवििािक, िा आिेदक पननः टोक्यो बावहर सने योजना छ िने, आिेदन वदन सक्ननहुने छैन।

         थप रूपमा, यवद आिेदकका अवििािक आमा बुवा दनिै छन् र विशेष पररक्तस्थवतहरू (※२) को कारणले एक जना टोक्योमा
स्थानान्तरण गनष सकै्दन िने, कारण स्पि गरेर आिश्यक कागजातहरू पेश गरेर समीक्षा गराई आिेदन गनष सवकन्छ। तर, यसले
सबै अिस्थामा योग्यताको ग्यारेन्टी गदैन।

        योग्यता र आिश्यक प्रवियाहरूको वििरणको लावग, कृपया पछाविको पृष्ठमा सूिीबर्द् टोक्यो महानगरपावलका उच्च
माध्यवमक विद्यालय प्रिेश परामशष केन्द्रसाँग सम्पकष गननषहोस्।

※१ "अवििािक" िन्नाले आिेदकको लावग अवििािकीय अविकार प्रयोग गने व्यक्तिलाई जनाउाँछ, सािारणतया आमा र बुवा।

※२  विशेष पररक्तस्थवतहरूको पररिाषा

"विशेष पररक्तस्थवतहरू" वनम्न (१) देक्तख (३) अन्तगषत पने अिस्थाहरू हुन्।

(१) अवििािकहरूमधे्य एक जना टोक्योमा स्थानान्तरण गनष सकै्दनन् वकनवक उनीहरूलाई केयरवगविङ, वबरामीको उपिार (िा सनते्करी) 
को आिश्यकता छ, र आिेदकको लावग टोक्योमा स्थानान्तरण गने अवििािकसाँग बसेको व्यक्तिले व्यक्तिगत वहरासत प्राप्त भएको 
आवस्थामा

※वबरामीको उपिारको, यो आिेदकको अवििािक िा िाइबवहनीहरू उपिारमा रहेको अिस्थामा लागू हुन्छ।

(२) अवििािकहरूमधे्य एक जना केयरवगविङको कारणले टोक्योमा स्थानान्तरण गनष आिश्यक छ, र आिेदक टोक्योमा सरेको अको
अवििािकसाँग बसेको खण्डमा आिेदकले व्यक्तिगत वहरासत प्राप्त गनष सके्नछ।

※केयरवगविङको सन्दिषमा, यो आिेदकको दोस्रो विग्रीको नातेदारलाई केयर लेिल २, ३, ४, िा ५ आिश्यक परेको अिस्थामा लागू हुन्छ।
केयर लेिल १ िा सपोटष लेिल १ िा २ पने अिस्थामा लागू हुाँदैन।

(३) जापानी नागररकता िएका आिेदकका अवििािकले टोक्योमा आिेदकसाँग बस्न नसके्न कारण विदेशमा काम गरररहनन र आिेदक
विदेशबाट टोक्यो जान िा टोक्योमा बस्न नसके्न कारण हो बच्चाको अवििािक िा अवििािकसाँग बसे्न व्यक्तिले व्यक्तिगत वहरासत
प्राप्त गनष सक्छ। यवद दनिै अवििािक जापान फकष न असमथष छन् िने, टोक्योमा स्थानीय अवििािकको आिश्यकता छ।(यवद वपता
िा माता मधे्य एक जना मात्र हुननहुन्छ िने)। आिेदकको अवििािकले नामाांकनको एक िषष वित्र जापान फकष नन पछष र टोक्योमा
आिेदकसाँग बस्नन पछष ।

२३- 23 - - 23 -
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  ◆ 応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

が認
みと

められる事
じ

例
れい

 

※応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

及
およ

び応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

に係
かか

る提
てい

出
しゅつ

書
しょ

類
るい

について、詳
くわ

しくは、９月
がつ

下
げ

旬
じゅん

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

の「令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

取
とり

扱
あつかい

要
よう

項
こう

」を確
かく

認
にん

してください。 

  

ＱＱ１１９９  島島
とう

ししょょのの中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

かからら、、島島
とう

ししょょ以以
い

外外
がい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

（（全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

））にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。  

 

ＡＡ１１９９  入入
にゅう

学
がく

日
び

までに、保
ほ

護
ご

者
しゃ

（保
ほ

護
ご

者
しゃ

が父
ふ

母
ぼ

である場
ば

合
あい

は父
ふ

母
ぼ

又
また

は父
ふ

母
ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

）とともに転
てん

居
きょ

するか、保
ほ

護
ご

者
しゃ

に代
か

わる島
とう

しょ以
い

外
がい

の都
と

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

の身
み

元
もと

引
ひき

受
うけ

人
にん

（成
せい

人
じん

の親
しん

族
ぞく

等
とう

）のもとに転
てん

居
きょ

する

ことが確
かく

実
じつ

な場
ば

合
あい

には、島
とう

しょ以
い

外
がい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することができます。 

なお、身
み

元
もと

引
ひき

受
うけ

人
にん

には学
がく

生
せい

寮
りょう

等
とう

の 寮
りょう

長
ちょう

（ 寮
りょう

に 常
じょう

駐
ちゅう

しており、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の役
やく

割
わり

をになえる者
もの

）

も含
ふく

みます。 
    

事
じ

例
れい

１ 中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

である志
し

願
がん

者
しゃ

は、一
いっ

家
か

でＡ県
けん

に在
ざい

住
じゅう

しており、要
よう

介
かい

護
ご

５の認
にん

定
てい

を受
う

けている祖
そ

父
ふ

と同
どう

居
きょ

している。父
ちち

に都
と

内
ない

勤
きん

務
む

の命
めい

令
れい

が出
だ

され、Ａ県
けん

からの通
つう

勤
きん

が困
こん

難
なん

なことから父
ちち

のみが都
と

内
ない

に転
てん

居
きょ

す

ることになった。母
はは

は、引
ひ

き続
つづ

き、祖
そ

父
ふ

の介
かい

護
ご

に専
せん

念
ねん

する必
ひつ

要
よう

があることから、父
ちち

及
およ

び母
はは

は、志
し

願
がん

者
しゃ

が父
ちち

と同
どう

居
きょ

する方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられると判
はん

断
だん

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

を機
き

に、志
し

願
がん

者
しゃ

は父
ちち

と都
と

内
ない

で同
どう

居
きょ

することとした。 

事
じ

例
れい

２ 中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

である志
し

願
がん

者
しゃ

は、一
いっ

家
か

でＢ県
けん

に在
ざい

住
じゅう

している。都
と

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

する母
はは

方
かた

の祖
そ

母
ぼ

が要
よう

介
かい

護
ご

３

の認
にん

定
てい

を受
う

けたので、母
はは

は祖
そ

母
ぼ

を介
かい

護
ご

するため、都
と

内
ない

の祖
そ

母
ぼ

宅
たく

で同
どう

居
きょ

することとした。父
ちち

は仕
し

事
ごと

の関
かん

係
けい

でＢ県
けん

に残
のこ

らなければならないことから、父
ちち

及
およ

び母
はは

は、志
し

願
がん

者
しゃ

が母
はは

と同
どう

居
きょ

する方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

け

られると判
はん

断
だん

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

を機
き

に、志
し

願
がん

者
しゃ

は母
はは

と都
と

内
ない

の祖
そ

母
ぼ

宅
たく

で同
どう

居
きょ

することとした。 

事
じ

例
れい

３ 中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

である志
し

願
がん

者
しゃ

は、一
いっ

家
か

でＣ県
けん

に在
ざい

住
じゅう

し、祖
そ

母
ぼ

と同
どう

居
きょ

している。母
はは

が病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

中
ちゅう

でＣ

県
けん

内
ない

の病
びょう

院
いん

に入
にゅう

院
いん

している中
なか

で、父
ちち

に都
と

内
ない

転
てん

勤
きん

の命
めい

令
れい

が出
だ

され、Ｃ県
けん

からの通
つう

勤
きん

が困
こん

難
なん

なことから

父
ちち

のみが先
さき

に都
と

内
ない

へ転
てん

居
きょ

した。母
はは

は令
れい

和
わ

７年
ねん

４月
がつ

１日
にち

以
い

降
こう

も、Ｃ県
けん

内
ない

の病
びょう

院
いん

に入
にゅう

院
いん

する予
よ

定
てい

である

ことから、父
ちち

及
およ

び母
はは

は、志
し

願
がん

者
しゃ

が父
ちち

と同
どう

居
きょ

する方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられると判
はん

断
だん

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

を

機
き

に、志
し

願
がん

者
しゃ

は父
ちち

と都
と

内
ない

で同
どう

居
きょ

することとした。母
はは

は、病
びょう

気
き

が回
かい

復
ふく

し次
し

第
だい

、都
と

内
ない

に転
てん

居
きょ

する予
よ

定
てい

で

ある。 

१८ 

◆ योग्यता स्वीकृत िएका उदाहरणहरू

※योग्यता समीक्षा र समीक्षा सम्बन्धी कागजातहरूको वििरणको लावग, कृपया सेपे्टम्बरको अ�मा प्रकाशन हुने "रेइिा ७ 
शैवक्षक सत्रको टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालय योग्यता समीक्षा वदशावनदेश" हेननषहोस्।

ＱＱ१९ टापु के्षत्रको माध्यममक मिद्यालयबाट टापु के्षत्र बामहरको पूणाकामलक टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयमा 
आिेदन गना सक्छु?

ＡＡ१९   यवद प्रिेश वदनसम्ममा आफ्ना अवििािक (अवििािक वपता-माता हुन् िने, वपता िा माता िा दनिै) साँग स्थानान्तरण गनष िा टापन के्षत्र 
बावहरको टोक्योमा बसोबास गने अवििािक (ियस्क नातेदार जस्ता) साँग स्थानान्तरण गने वनवितता छ िने, टापन के्षत्र बावहरको टोक्यो 
महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गनष सक्ननहुन्छ।

        थप रूपमा, विद्याथी होरलका होरल प्रमनख (होरलमा बसोबास गने र अवििािकको िूवमका वनिाउने व्यक्ति) लाई पवन 
अवििािकको रूपमा समािेश गनष सवकन्छ।

उदाहरण १ आिेदक, तेस्रो िषषको माध्यवमक विद्यालयको विद्याथी, पररिारसाँग वप्रफेक्चर A  मा बस्छ र केयर लेिल ५ का 
हजनरबासाँग बस्छ। बनबालाई टोक्योमा कामको आदेश वदइएको छ, जसले गदाष वप्रफेक्चर A  बाट आितजाित असिि छ, 
त्यसैले उनी टोक्यो सछष न्। आमाले हजनरबाको हेरिाह गननषपने आिश्यकताका कारण, अवििािकहरूले आिेदकलाई स्नातक 
पवछ बनबासाँग टोक्योमा बस्न पठाउने वनणषय गरे।

उदाहरण २ आिेदक तेस्रो िषषको माध्यवमक विद्यालयको विद्याथी पररिारसाँग वप्रफेक्चर मा बस्छ। टोक्योमा बसे्न हजनरआमा
केयर लेिल ३ मा वछन् त्यसैले आमा उनको हेरिाह गनष टोक्यो सवछष न्। बनबाले कामको लावग वप्रफेक्चर मा बस्ननपने िएकाले
अवििािकहरूले आिेदकलाई स्नातक पवछ आमासाँग टोक्योमा बस्न पठाउने वनणषय गरे।

उदाहरण ३ आिेदक, तेस्रो िषषको माध्यवमक विद्यालयको विद्याथी, पररिारसाँग वप्रफेक्चर C  मा बस्छ र हजनरआमासाँग बस्छ। आमा 
वप्रफेक्चर C  को अस्पतालमा विवकत्सा उपिारमा छन्, र बनबालाई टोक्योमा कामको आदेश वदइएको छ, जसले गदाष वप्रफेक्चर C  
बाट आितजाित असिि छ, त्यसैले उनी टोक्यो सछष न्। आमा २०२५  साल अवप्रल १ पवछ पवन वप्रफेक्चर C  को अस्पतालमा 
रहने िएकाले, अवििािकहरूले आिेदकलाई स्नातक पवछ बनबासाँग टोक्योमा बस्न पठाउने वनणषय गरे। आमाले स्वास्थ्य सनिार िए 
पवछ टोक्योमा सने योजना बनाइरहेकी छन्।

२४ - 24 - - 24 -
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ＱＱ２２００  島島
とう

ししょょ以以
い

外外
がい

のの 中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

かからら、、島島
とう

ししょょのの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

（（全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

））にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。  

 

ＡＡ２２００  入入
にゅう

学
がく

日
び

までに、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の１
ひと

人
り

以
い

上
じょう

とともに島
とう

しょに転
てん

居
きょ

するか、保
ほ

護
ご

者
しゃ

に代
か

わる島
とう

しょに在
ざい

住
じゅう

の身
み

元
もと

引
ひき

受
うけ

人
にん

（６親
しん

等
とう

内
ない

の親
しん

族
ぞく

）のもとに転
てん

居
きょ

することが確
かく

実
じつ

な場
ば

合
あい

には、島
とう

しょの都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することができます。  

また、島
とう

しょの 町
ちょう

村
そん

が独
どく

自
じ

に実
じっ

施
し

する島
とう

外
がい

生
せい

徒
と

受
うけ

入
いれ

選
せん

考
こう

に合
ごう

格
かく

した場
ば

合
あい

についても、島
とう

しょの

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することができます。 

        なお、一
いち

部
ぶ

の島
とう

しょの 町
ちょう

村
そん

において、 入
にゅう

学
がく

前
まえ

に島
とう

しょの自
し

然
ぜん

体
たい

験
けん

活
かつ

動
どう

や高
こう

校
こう

見
けん

学
がく

ができる 中
ちゅう

学
がく

生
せい

対
たい

象
しょう

の島
とう

しょ体
たい

験
けん

ショートステイを実
じっ

施
し

します。募
ぼ

集
しゅう

の 詳
しょう

細
さい

は東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

ホーム

ページで公
こう

表
ひょう

しています。 
  
ＱＱ２２１１  定定

てい

時時
じ

制制
せい

又又
また

はは通通
つう

信信
しん

制制
せい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに応応
おう

募募
ぼ

すするるににはは、、どどののよよううなな条条
じょう

件件
けん

ががあありりまますすかか。。  
  
ＡＡ２２１１  定定

てい

時時
じ

制
せい

に応
おう

募
ぼ

するには、まず、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

する見
み

込
こ

みであるか既
すで

に卒
そつ

業
ぎょう

したことが必
ひつ

要
よう

で

す。その上
うえ

で、都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

し、入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

することが確
かく

実
じつ

な方
かた

又
また

は 入
にゅう

学
がく

日
び

までに都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

することが確
かく

実
じつ

で、

入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

することが確
かく

実
じつ

な方
かた

が応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

を有
ゆう

します。 
    通

つう

信
しん

制
せい

の応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

は、 上
じょう

記
き

に該
がい

当
とう

し、かつ当
とう

該
がい

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

が実
じっ

施
し

する面
めん

接
せつ

指
し

導
どう

（スクーリング）

に対
たい

応
おう

（ 出
しゅっ

席
せき

）可
か

能
のう

な方
かた

となります。 
 
ＱＱ２２２２  高高

こう

校校
こう

にに伝伝
つた

ええたたいいここととががああるる場場
ば

合合
あい

にに都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに説説
せつ

明明
めい

ででききるるとと聞聞
き

ききままししたたがが、、どどののよよううなな方方
ほう

法法
ほう

ががあありりまますすかか。。  
 
ＡＡ２２２２  伝

つた

えたい事
じ

情
じょう

を「自
じ

己
こ

申
しん

告
こく

書
しょ

」の用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

し、 出
しゅつ

願
がん

時
じ

に志
し

願
がん

する高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

することで、

事
じ

情
じょう

を説
せつ

明
めい

することができます。「自
じ

己
こ

申
しん

告
こく

書
しょ

」の用
よう

紙
し

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

等
とう

の窓
まど

口
ぐち

で配
はい

布
ふ

します。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

からの配
はい

布
ふ

を希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

してください。 
    自

じ

己
こ

申
しん

告
こく

書
しょ

は、志
し

願
がん

者
しゃ

及
およ

び保
ほ

護
ご

者
しゃ

が記
き

入
にゅう

し、厳
げん

封
ぷう

して、入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

等
とう

の 出
しゅつ

願
がん

書
しょ

類
るい

とともに志
し

願
がん

す

る都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に提
てい

出
しゅつ

することになります。 
 

   

१८ 

ＱＱ२० टापु के्षत्र बामहरको माध्यममक मिद्यालयबाट टापु के्षत्रको (पूणाकामलक पाठ्यक्रम) टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक 
मिद्यालयमा आिेदन गना सक्छु?

ＡＡ२०    यवद प्रिेश वदनसम्ममा कम्तीमा एक अवििािकसाँग टापनको के्षत्रमा स्थानान्तरण गनष िा टापनको के्षत्रमा बसोबास गने अवििािक 
(६ औां विग्रीको नातेदार) साँग स्थानान्तरण गने वनवितता छ िने, टापनको के्षत्रको टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक 
विद्यालयमा आिेदन गनष सक्ननहुन्छ। टापनको नगरपावलकाहरूले स्वतन्त्य रूपमा सञ्चालन गने बावहरका विद्याथीहरूको ियन 
प्रवियामा उिीणष िएमा पवन आिेदन गनष सक्ननहुन्छ।

         थप रूपमा, केही टापनको नगरपावलकाहरूले प्रिेशपूिष टापनको प्राकृवतक गवतविविहरू अननिि गनष र उच्च माध्यवमक 
विद्यालयको भ्रमण गनष माध्यवमक विद्यालयका विद्याथीहरूको लावग टापनको अननिि छोटो बसोबास कायषिम सञ्चालन गछष न्। यी 
कायषिमहरूको विसृ्तत जानकारी टोक्यो महानगरपावलका वशक्षा बोिषको िेबसाइटमा उपलब्ध छ।

ＱＱ२१ टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयका पाटा-टाइम िा पत्राचार कायाक्रमहरूमा आिेदन गना के के शताहरू छन्?

ＡＡ२१    पाटष-टाइम उच्च माध्यवमक विद्यालयमा आिेदन गनष, माध्यवमक विद्यालयबाट स्नातक गने अपेक्षा गररनन पछष  िा पवहले नै स्नातक 
गररसक्नन पछष । थप रूपमा, टोक्योमा ठेगाना िा कायषस्थल हुनन पछष  र प्रिेशपवछ पवन टोक्योमा ठेगाना िा कायषस्थल जारी रहनन 
पछष । िैकक्तल्पक रूपमा, प्रिेश वदनसम्ममा टोक्योमा ठेगाना िा कायषस्थल हुनन पछष  र प्रिेशपवछ पवन टोक्योमा ठेगाना िा कायषस्थल 
जारी रहनन पछष ।

        पत्रािार उच्च माध्यवमक विद्यालयका लावग, मावथ उक्तल्लक्तखत शतषहरू लागू हुन्छन्, र सम्बक्तन्धत टोक्यो महानगरपावलका उच्च 
माध्यवमक विद्यालयद्वारा सञ्चालन गररने अन्तिाषताष मागषदशषन (सू्कवलङ) मा (उपक्तस्थत) हुन सक्ननपछष ।

ＱＱ२२ यमद म टोक्यो महानगरपामलका उच्च माध्यममक मिद्यालयमा केही कुरा बताउन चाहन्छु िने, म त्यो कसरी गना सक्छु?

ＡＡ२२    बताउन िाहने कन रा "आत्म-घोषणा फारम" मा आफ्नो पररक्तस्थवत लेखेर र आिेदन समयमा आिेदन गने उच्च माध्यवमक 
विद्यालयमा पेश गरेर आफ्नो अिस्था बताउन सक्ननहुन्छ। "आत्म-घोषणा फारम" टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक 
विद्यालयहरूको कायाषलयमा वितरण गररन्छ। यवद तपाईां आफ्नो माध्यवमक विद्यालयबाट यो प्राप्त गनष िाहननहुन्छ िने, कृपया 
आफ्नो वशक्षकसाँग परामशष गननषहोस्।

        आत्म-घोषणा फारम आिेदक र उनका अवििािकले िररवदनन पछष , वसल गरेर आिेदनका कागजातहरूसाँगै आिेदन गने 
टोक्यो महानगरपावलका उच्च माध्यवमक विद्यालयमा पेश गननषपछष ।
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資
し

格
かく

・検
けん

定
てい

学
がっ

校
こう

行
ぎょう

事
じ

・

学
がっ

級
きゅう

活
かつ

動
どう

各
かく

教
きょう

科
か

等
とう

の

学
がく

習
しゅう

活
かつ

動
どう

生
せい

徒
と

会
かい

活
かつ

動
どう

総
そう

合
ごう

的
てき

な

学
がく

習
しゅう

の時
じ

間
かん

部
ぶ

活
かつ

動
どう

・

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活
かつ

動
どう その他

た

の活
かつ

動
どう

Ｑ２３ 自
じ

己
こ

ＰＲカードとはどのようなものですか。

Ａ２３ 自
じ

己
こ

ＰＲカードは、志
し

望
ぼう

理
り

由
ゆう

や皆
みな

さんが

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で取
と

り組
く

んできた学
がく

習
しゅう

や様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

から得
え

たことなど、志
し

望
ぼう

校
こう

に 最
もっと

も伝
つた

えた

いことを記
き

入
にゅう

して提
てい

出
しゅつ

するものです。

自
じ

己
こ

ＰＲカードを点
てん

数
すう

化
か

することはあり

ませんが、面
めん

接
せつ

を 行
おこな

う場
ば

合
あい

の面
めん

接
せつ

資
し

料
りょう

や

入
にゅう

試
し

の合
ごう

格
かく

判
はん

定
てい

資
し

料
りょう

の一
いち

部
ぶ

として活
かつ

用
よう

し

たり、学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

に対
たい

する意
い

欲
よく

等
とう

を確
かく

認
にん

した

りする資
し

料
りょう

になります。

面
めん

接
せつ

を実
じっ

施
し

する高
こう

校
こう

を志
し

願
がん

する場
ば

合
あい

は、

この自
じ

己
こ

ＰＲカードを 出
しゅつ

願
がん

時
じ

に志
し

願
がん

する高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

します。

面
めん

接
せつ

を実
じっ

施
し

しない高
こう

校
こう

を志
し

願
がん

する場
ば

合
あい

は、 入
にゅう

学
がく

手
て

続
つづき

後
ご

に 入
にゅう

学
がく

する高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

し、 入
にゅう

学
がく

後
ご

の個
こ

人
じん

面
めん

談
だん

等
とう

で使
し

用
よう

します。

Ｑ２４ 合
ごう

格
かく

発
はっ

表
ぴょう

後
ご

、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

等
とう

の得
とく

点
てん

を知
し

りたい場
ば

合
あい

や、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

における自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の答
とう

案
あん

を見
み

たい場
ば

合
あい

は、どのようにすればよいですか。

Ａ２４ 入
にゅう

試
し

における透
とう

明
めい

性
せい

の確
かく

保
ほ

を目
もく

的
てき

として、「本
ほん

人
にん

得
とく

点
てん

の開
かい

示
じ

」及
およ

び「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

における答
とう

案
あん

の

開
かい

示
じ

」の制
せい

度
ど

があります。

開
かい

示
じ

請
せい

求
きゅう

の受
うけ

付
つけ

は、３月
がつ

から（合
ごう

格
かく

者
しゃ

は５月
がつ

から）８月
がつ

末
まつ

までの期
き

間
かん

となります。開
かい

示
じ

請
せい

求
きゅう

書
しょ

を受
じゅ

検
けん

した高
こう

校
こう

に提
てい

出
しゅつ

し、本
ほん

人
にん

確
かく

認
にん

ができるもの（受
じゅ

検
けん

票
ひょう

や身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

など）を提
てい

示
じ

するこ

とにより、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

等
とう

の得
とく

点
てん

が記
き

載
さい

された 表
ひょう

や学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

における答
とう

案
あん

の写
うつ

しを受
う

け取
と

ることが

できます（保
ほ

護
ご

者
しゃ

が開
かい

示
じ

請
せい

求
きゅう

する場
ば

合
あい

は、受
じゅ

検
けん

票
ひょう

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

の本
ほん

人
にん

確
かく

認
にん

ができるものの 両
りょう

方
ほう

の提
てい

示
じ

が必
ひつ

要
よう

です。）。また、窓
まど

口
ぐち

での申
しん

請
せい

に加
くわ

えて、電
でん

子
し

での申
しん

請
せい

も 行
おこな

えます。

手
て

続
つづ

きの方
ほう

法
ほう

などについては、１１月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

の「令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

募
ぼ

集
しゅう

案
あん

内
ない

」で確
かく

認
にん

してください。

※チャレンジスクールの各
かく

学
がっ

校
こう

に出
しゅつ

願
がん

する場
ば

合
あい

は、自
じ

己
こ

ＰＲカー

ドの代
か

わりに、所
しょ

定
てい

の「志
し

願
がん

申
しん

告
こく

書
しょ

」を提
てい

出
しゅつ

します。

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

での学
がく

習
しゅう

状
じょう

況
きょう

や

活
かつ

動
どう

状
じょう

況
きょう

を整
せい

理
り

しましょう。

१८

योग्यता/प्रमाणपत्रहरू

विद्यालयका कायषिमहरू र
कक्षाका गवतविविहरू

प्रते्यक विषयका अध्ययन
गवतविविहरू समग्र अध्ययन समय

िब र स्वयांसेिक
गवतविविहरू

अन्य गवतविविहरू

विद्याथी पररषद् गवतविविहरू

Ｑ२३ आत्म-प्रवर्द्गन कार्ा के हो?

Ａ२३    आत्म-प्रवर्द्ान कािष एउटा फारम हो जसमा आफ्नो
आिेदनको कारण, माध्यवमक विद्यालयमा गननषिएको अध्ययन
र विविन्न गवतविविहरूबाट प्राप्त गरेका कन रा, र आफ्नो
इक्तित उच्च माध्यवमक विद्यालयलाई बताउन िाहने
महत्त्वपूणष कन राहरू लेखेर बनझाउने कन रा हो।

        आत्म-प्रवर्द्ान कािषलाई अांकको रूपमा मूल्ाङ्कन
गरराँ दैन, तर यो अन्तिाषताष गररने अिस्थामा अन्तिाषताषको
सामग्रीको रूपमा प्रयोग गररन्छ र प्रिेश परीक्षामा स्वीकृवत
वनिाषरणको सामग्रीको अांशको रूपमा प्रयोग गररन्छ। यो
विद्यालय जीिनप्रवतको उत्साह आवद जााँि गनष पवन प्रयोग
गररन्छ।

        यवद अन्तिाषताष सञ्चालन गने उच्च माध्यवमक विद्यालयमा
आिेदन गनष िाहननहुन्छ िने, यो आत्म-प्रवर्द्ान कािषलाई
आिेदन समयमा आिेदन गने उच्च माध्यवमक विद्यालयमा
पेश गननषपछष ।

        यवद अन्तिाषताष सञ्चालन नगने उच्च माध्यवमक विद्यालयमा
आिेदन गनष िाहननहुन्छ िने, प्रिेश प्रविया पवछ आत्म-
प्रवर्द्ान कािषलाई प्रिेश गने उच्च माध्यवमक विद्यालयमा पेश
गननषहुन्छ र यो प्रिेश पवछ व्यक्तिगत अन्तिाषताषमा प्रयोग
गररन्छ।

Ｑ२४ प्रिेश परीक्षाको नमतजा पमछ, शैसक्षक क्षमता परीक्षाको नम्बर थाहा पाउन िा परीक्षा उत्तरहरू हेना म के गना सक्छु?

Ａ२४    प्रिेश परीक्षामा पारदवशषता सनवनवित गनषको लावग, "व्यक्तिगत नम्बरको सािषजवनकता" र "शैमक्षक क्षमता परीक्षाको
उिरहरूको सािषजवनकता" को व्यिस्था गररएको छ।

    खनलासा अननरोिको स्वीकृवत मािषदेक्तख (उिीणष गनेहरूको लावग मेदेक्तख) अगर अ�स�को अिविमा हुनेछ। खनलासा
अननरोि फारमलाई परीक्षा वदएको उच्च माध्यवमक विद्यालयमा पेश गनष सक्ननहुन्छ, साथमा आफ्नो पवहिानको प्रमाण (जसै्त परीक्षा
पत्र िा आईिी कािष) प्रस्तनत गरेर। यसले परीक्षामा प्राप्त अांकहरूको पाना र परीक्षामा वदएको उिरहरूको प्रवतवलवप प्राप्त गनष
अननमवत वदन्छ। (यवद अवििािकले खनलासा अननरोि गने हो िने, दनिै परीक्षा पत्र र अवििािकको पवहिानको प्रमाण आिश्यक
छ।) थप रूपमा,काउन्टरमा आिेदन वदननको अवतररि विद्यनतीय रूपमा पवन खनलासा अननरोि गनष सक्ननहुन्छ।

   कायषविविको बारेमा जानकारीको लावग, कृपया नोिेम्बरको शनरुमा प्रकावशत हुने अपेवक्षत "रेईिा ७ टोक्यो महानगरपावलका
उच्च माध्यवमक विद्यालय आिेदन गाइि" हेननषहोस्।

※यवद च्यालेन्ज सू्कलमा आिेदन गनष िाहननहुन्छ िने, आत्म-प्रवर््दधन कािषको
सट्टा वनवदषि "आिेदन घोषणा पत्र" पेश गननषपछष ।

माध्यवमक विद्यालयमा वसकाइ र गवतविविको क्तस्थवतलाई व्यिक्तस्थत गरौां।
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